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   ２０１９－２０２０年度  

高山西ロータリークラブ  テーマ  

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０   ●会 長   遠藤 隆浩 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988  ●幹 事    垣内 秀文  

大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ  ●会報委員長     長瀬 達三  

第２６１１回例会 令和２年２月２１日 
職業分類・選考委員会 

2019-2020 年度 ＲＩテーマ 

未来につなぐロータリー 

＜会長の時間＞ 
3月15日といいますと私なんかは

確定申告の締め切り日という認識な

んですが数年前から雫宮祭りという

新酒を入れた酒樽をお神輿として担

ぎ練り歩くというイベントが行われ

ています。今ではすっかり定着してい

て当初は若い経営者等が中心でしたが今では金融機関等各企業も

参加して盛んなものになっています。 

今回中央ロータリークラブの坂之上会長から要請があり雫宮祭

りのメイン会場である陣屋前広場で3ロータリー合同で「ポリオ根

絶募金」が行われることになりました。ロータリーを広く知っても

らうためのいい機会だと思います。皆さま奮ってご参加下さい。（2

月27日時点で3ロータリーによる募金活動はコロナウィルスの影

響により中止になりました。） 

 
 
 
 

＜幹事報告＞  

◎ガバナーより 

・ガバナーノミニー決定宣言 

  高橋 伸治 氏（岐阜ＲＣ） 

2022-23年度ガバナーノミニー 

・米山奨学生カウンセラー研修会・オリエンテーションのご案内 

日 時  ４月５日(日) １０：００～１５：３０ 

会 場  名鉄ニューグランドホテル   

◎高山中央ＲＣより 

・三クラブ合同ポリオ根絶募金活動について 

日 時  ３月１５日(日) １１：００～１５：００ 

会 場  高山陣屋前   

◎高山・デンバー姉妹都市提携六十周年記念事業実行委員会より 

・高山・デンバー姉妹都市提携六十周年記念事業 協賛の御礼 

＜例会変更＞ 

高山中央…   ３月１６日(月)は、定款により 休会   

＜受贈誌＞ 

高山中央ＲＣ（会報）、美濃加茂ＲＣ（会報）、岐阜県環境生活 

部人権施策推進課長(人権だよりＮｏ．８０) 

 

 

 

＜出席報告＞ 

 
 

 

＜本日のプログラム＞ 

職業分類・選考委員会  
委員長 岡田 贊三 

本日は飛騨慈光会常務理事の森

本 雅樹 様にお越し頂きました。

既にご加入いただいている会員さ

んも沢山いらっしゃいますが、ま

だの方もぜひこの機会に後援会に

加入いただくべく、ご講話をいただきます。 

森本様をご紹介します。現在58歳。1986（S61）年に飛騨慈光会

入社され、益田山ゆり園で支援員を10年経験した後、吉城山ゆり

園事務員等を経てH12年から法人事務局勤務。2017（H29）年より

現職に就任されました。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

    

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 

飛騨地域における児童福祉 ・ 障がい福祉の発展と飛騨慈光会  

社会福祉法人飛騨慈光会      常務理事 森本 雅樹 様 

１．飛騨慈光会の運営 

名 称  社会福祉法人飛騨慈光会 設立 1956(S31)年 

   理事長  窪田 哲（第15代） 

本 部  高山市山田町831番地1 

役 員  理事10名 監事4名 評議員18名 

職員数  正職員221名 非正規150名 合計371名 

事 業  児童福祉施設  3ヵ所 

      障害者支援施設 5ヵ所 

      障害者グループホーム 13ヵ所 

      相談センター等 3ヶ所 

       診療所     1ヵ所 

利用者   入所 328人、通所 179人 

      グループホーム 69人 

      相談登録 1,889人 

      合計 2,465人    (R1.6.1現在) 

２．飛騨慈光会後援会 

 発      足  2006(H18)年 

 会      長  岡田贊三氏（第2代） 

 活動エリア   飛騨圏域3市1村 

 会      員   個人会員約15,000人 法人会員485社 

 会  費  額   2,777万円（H30実績）現在） 

 

 出席者数 会員数 出席率 

本日 ３０名 ４０名 ７５.００％ 



例会報告 

２０１９－２０２０年度  

高山西ロータリークラブ  テーマ 未来につなぐロータリー 

     

３．社会状況の変化と事業展開 

  ・草創期・・・福祉資源不足の時代    

1947(S22)年 児童福祉法施行 

1960(S35)年 精神薄弱者福祉法施行 

   高山市仏教会や女性団体(山ゆり会)の 

                  民間草の根運動からスタート（地域民立） 

    1955(S30)年「飛騨慈光園（現：夕陽ヶ丘）」開設 

    1967(S42)年 精神薄弱児施設「山ゆり学園」開設 

・飛騨福祉圏構想の展開 

    隔離収容型の反省とノーマライゼーション思想の普及 

    国際障害者年(S56年)を契機に「完全参加と平等」の 

    理念が浸透 

 障害者施設の分散配置でその人に合った支援の場 

                                      (住まい・活動)の提供 

1977(S52)年「第二山ゆり学園」(現：高山山ゆり園)開設 

              →飛騨初の成人障がい施設 

    1986(S61)年「益田山ゆり園」開設→市外施設第１号 

1989(H1)年  グループホーム開設→地域で暮らす 

   1991(H3)年  「吉城山ゆり園」開設→働く場の提供 

   1997(H8)年  「清和寮」高山市から経営受託 

                                →母と子が共に暮らせる施設 

    1998(H9)年  「大野山ゆり園」開設 

                             →行動障害のある方への支援強化 

    2001(H13)年 「飛騨うりす苑」開設 

                           →飛騨初の身体障害者の為の施設 

・在宅支援拠点の開設と新たなニーズへの対応 

       三障がい（身体・知的・精神）の一元化に対応する 

       ワンストップサービスへの移行と就労支援事業の開始 

   2004(H16)年 障がい者就業・生活支援センター事業開始 

   2011(H23)年 ひだ障がい者総合支援センター｢ぷりずむ」開設 

   2012(H24)年 就労移行支援事業開始 

    2018(H30)年 「高山山ゆり園」移転新築 

          「宇津江グループホーム」開設 

 

・子どもの権利を守るための取組みの強化 

    地域で暮らす子供たちとその家庭への支援 

   2016(H28)年 ひだ子ども家庭支援センター「ぱすてる」開設 

   2017(H29)年 飛騨圏域発達障がい支援センター「そらいろ」開設 

   2019(H31)年 地域小規模児童養護施設「ひまわり」開設 

  2022(R4)年   母子生活支援施設「清和寮」移転新築（予定） 

４．今後の課題と取組み 

 ・障害が重くとも自分らしい生き方を保障するための 

取組みの継続と強化 

    入所機能のさらなる充実（支援内容、ハード整備） 

    人権の擁護と意思決定支援の充実 

    就労への支援（本人、家族、企業） 

・子どもの発達を保証するための環境整備 

地域で暮らす子供とその家庭の支援、里親支援 

施設入所環境の向上 

・地域の福祉資源としての機能の充実 

      専門性の地域開放、福祉避難所など 

＜ニコニコボックス＞ 
●遠藤 隆浩さん、垣内 秀文さん 

本日は飛騨慈光会 常務理事 森本様にご来訪いただいております。 

お忙しい中ありがとうございます。後ほどの卓話、よろしくお願い 

します。また2/19は米澤委員長率いるクラブ奉仕委員会が開催さ 

れ、会務委員会としてそれぞれの委員長が本来あるべき姿を改めて 

学びました。後の懇親会では楽しいひと時を過ごし、なんと田中武 

さんがワイン好きな事が判明しました。本人も今年１月デビューさ 

れた様で、ワインなら頭も痛くならずどれだけでも飲めるそうです。 

●米澤 久二さん、遠藤 隆浩さん、垣内 秀文さん､田中 武さん､ 

鴻野 幸泰さん､井上 正さん、新井 典仁さん、黒木 正人さん 

榎坂 純一さん 

2月１９日のクラブ奉仕委員会に参加していただきました皆様、お 

疲れ様でした。有意義な意見を多出して頂き今後の参考になりまし 

た。大変楽しい会議でした。ありがとうございました。 

●内田 幸洋さん､田中 武さん 

市民時報に代表で載せていただきスミマセン。決して２人だけで作 

業したわけではありません。 

●折茂 謙一さん 

誕生日にプレゼントをありがとうございました。 

●杉山 和宏さん 

2/19妻の誕生日にお祝いを頂き誠にありがとうございました。 

●黒木 正人さん 

出席委員会からのお願いです。最近安倍首相の支持率に連動するか 

のように高山西ロータリークラブの出席率も下がっています。来週 

２８日の例会の欠席予定者は今の所３名!このままいきますと来週 

の出席率は９２．５％となります。皆さん来週の例会は出来る限り 

出席して９０％の出席を目指しましょう。Ｐ．Ｓ．９０％の達成の 

ためには欠席枠はあと１名しかありません。これは早い者勝ちの権 

利ですので注意して下さい。 

●田邊 淳さん 

新型コロナに負けないゾ！頑張れニッポン、頑張れ高山！  
●高井 道子さん 

今日はお当番をさせていただきました。とても暖かい日差しを浴び 
て幸せな気分になりました。のんびりとしたひと時でした。所用で 
早退させて頂きますのでよろしくお願いいたします。 

●伊藤 松寿さん、岡田 贊三さん 

2月21日は東京で初めての日刊新聞「東京日日新聞」（現在の「毎

日新聞」）が創刊しました。創刊者は戯作者・条野採菊（じょうの さ

いぎく、1832～1902年）、浮世絵師・落合芳幾（おちあい よしい

く、1833～1904年）らで、政治家・江藤新平（えとう しんぺい、

1834～1874年）らが後援しました。創刊号は片面だけ印刷された1

枚のみで、代金は1部140文（もん）、1ヵ月銀20匁（もんめ）で

した。 
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